
本会では，溶接工学・技術に永く関わられその進歩発展に貢

献された会員あるいは篤志家から基金等の寄贈を受け，その人

の功績を讃え永くこれを記念するとともに，溶接学会の諸活動

を支援していただくことを目的として，平成元年末に「溶接学

会記念基金」を設けました．

この基金は，100万円程度又は溶接に関する文化財の類とし，

下記の項目の目的に適合する活動のために活用いたします．

(1) 会員記章の作製

(2) 若手会員活動の支援

(3) 学生員の育成活動の支援

(4) 世代コミュニケーションの支援

(5) 溶接資料の保存

(6) 溶接文化財の寄付・保存

(7) 会員の創造活動への支援

(8) 学術情報翻訳

(9) その他会長が適当と認めた活動への支援

この基金に，現在まですでに下記のとおりご芳志をいただき，

一部を下記のように活用させていただきました．

〔基金受入れ〕

1. 青木宏一元会長・名誉員 平成２年１月

2. 谷村健助特別員 平成２年７月

3. 故渡辺正紀元会長・名誉員 平成３年３月

4. 井川　博元会長・名誉員 平成４年１月

5. 長谷川光雄特別員 平成４年４月

6. 小林積造特別員 平成４年12月

8. 財団法人日本溶接技術センター 平成６年６月

9. 西口公之元会長・名誉員 平成14年５月

10. 丸尾大名誉員 平成15年４月

11. 中村治方名誉員 平成16年３月

12. 溶接学会フェロー（32名） 平成16年３月

13. 溶接学会フェロー（16名） 平成16年９月

14. 溶接学会フェロー（８名） 平成17年３月

15. 野村博一特別員・溶接学会フェロー 平成17年７月

16. 牛尾誠夫学会長・溶接学会フェロー 平成17年11月　

〔基金活用〕

1. 平成３年６月　若手会員の会夏期セミナーの補助

366,795円

2. 平成４年12月　溶接技術普及賞メダル作成 1,299,860円

3. 平成７年９月　貢献賞，業績賞メダル作成 935,420円

4. 平成７年９月　70周年記念キャンペーン 2,000,000円

5. 平成10年３月 溶接学会奨学賞副賞 160,000円

6. 平成11年４月 溶接学会奨学賞副賞 221,655円

7. 平成11年２月　75周年記念事業準備金 500,000円

8. 平成12年３月　溶接学会奨学賞副賞 250,712円

9. 平成12年３月　75周年記念事業準備金 3,000,000円

10. 平成13年３月　溶接学会奨学賞副賞 222,736円

11. 平成14年３月　溶接学会奨学賞副賞　 247,695円

12. 平成15年３月　溶接学会奨学賞副 247,695円

13. 平成15年３月　フェロー選考委員会会合費 27,160円

14. 平成16年３月　溶接学会奨学賞副賞 240,870円

15. 平成16年６月　ミニ研究会　30万×４件 1,200,000円

16. 平成16年６月　若手委員会 30万×１件 300,000円

17. 平成16年６月　フェロー選考委員会会合費等 56,740円

18. 平成17年３月　若手委員会　30万×３件＋404,880

1,304,880円

19. 平成17年３月　ミニ研究会 30万×１件 300,000円

20. 平成17年３月　溶接学会奨学賞副賞 271,205円

基金活用の申請については，基金運用委員会で活動内容が目

的にあっているかどうかなどを判断して資金交付を決めます．

また，基金のご寄贈は随時お受けいたしますので，事務局に

ご連絡くださるようお願いいたします．

このほかに下記のご寄付をいただき，それぞれ学会諸活動の

社団法人溶接学会規則改定（新旧対照表）

現　　　　行

第17条　定款14条の入会金，会費については以下のと

おりとする．

1. 入会金

正　員 1,000円

学生員 1,000円

2．年会費

正　員 10,000円

学生員 5,000円

賛助員　１口 35,000円を１口以上

改　　　訂　　　案

第17条　定款14条の入会金，会費については以下のと

おりとする．

1. 入会金

正　員 1,000円

学生員 1,000円

2. 年会費

正　員 10,000円

学生員 5,000円

賛助員　１口 40,000円を１口以上

改 訂 理 由

賛助員会費

溶　接　学　会　記　念　基　金　に　つ　い　て


